
　

天
文
６
年
（
１
５
３
７
年
）、
志

布
志
城
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
合

の
席
に
、
若
い
武
将
が
い
た
。
肝

付
家
第
十
六
代
当
主　

肝き
も
つ
き
か
ね

付
兼
続つ
ぐ

で
あ
る
。

　

兼
続
は
永
正
８
年
（
１
５
１
１

年
）
に
肝き
も
つ
き
か
ね
お
き

付
兼
興
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
天
文
２
年
（
１
５
３
３

年
）
に
父
兼
興
が
死
去
す
る
と
、

叔
父
の
肝
付
兼
執
と
家
督
を
廻
っ

て
対
立
。
兼
執
を
滅
ぼ
し
、
当
主

の
座
に
就
い
た
。
二
十
二
歳
の
時

で
あ
る
。

　

志
布
志
城
で
の
会
合
に
お
け
る
、

日
隅
地
域
（
日
向
諸
県
地
域
・
大

隅
地
域
）
の
諸
豪
族
の
連
合
に
よ

る
薩
州
島
津
家
当
主
の
島し
ま
づ
さ
ね
ひ
さ

津
実
久

派
一
大
勢
力
の
構
築
は
、
志
布
志

城
主
の
新に
い
ろ
し

納
氏
の
反
対
に
よ
っ
て

実
ら
ず
、
そ
の
た
め
新
納
氏
は
周

囲
の
豪
族
の
攻
撃
に
よ
っ
て
没
落

す
る
結
果
を
招
い
た
。

　

肝
付
兼
続
も
こ
の
時
、
新
納
氏

の
粛
清
に
加
担
し
た
わ
け
で
あ
り
、

歴
史
を
歩
く
⑳
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〜
第
五
話　

新に
い
ろ
し

納
氏
と
豊ぶ

し
ゅ
う州

島
津
氏
と
の
対
立
〜
』

す
な
わ
ち
島し
ま
づ
た
だ
よ
し

津
忠
良
、
貴た
か
ひ
さ久
親
子
と

対
立
し
て
い
た
島
津
実
久
を
支
持
す

る
立
場
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
兼
続
が
島

津
実
久
を
支
持
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
か
な
り
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　

そ
の
ま
ず
一
点
目
は
、
飫
肥
と
櫛

間
を
領
し
て
い
た
豊
州
島
津
氏
と
肝

付
氏
の
関
係
で
あ
る
。
肝
付
兼
続
の

父
兼
興
と
、
櫛
間
城
主 

島し
ま
づ
た
だ
と
も

津
忠
朝

は
永
正
17
年
（
１
５
２
０
年
）
以
降
、

対
立
を
深
め
、
争
い
を
起
こ
し
て
い

る
。
志
布
志
城
で
の
会
合
の
時
、
肝

付
家
に
と
っ
て
、
島
津
忠
朝
は
事
実

上
敵
方
の
立
場
に
あ
る
。
た
だ
し
、

兼
続
の
母
は
島
津
忠
朝
の
姪
で
も
あ

る
。

　

二
点
目
は
、
志
布
志
城
主 

新
納

氏
と
肝
付
氏
の
関
係
で
あ
る
。
か
つ

て
、
島
津
本
家
第
十
一
代
当
主
で
あ

る
島
津
忠
昌
を
自
殺
に
ま
で
追
い

や
っ
た
新
納
氏
と
肝
付
氏
は
40
年
以

上
、
凡
そ
３
代
に
亘
っ
て
共
に
連
携

し
、
島
津
忠
朝
と
対
抗
し
て
き
た
間

柄
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
島
津
忠
良
・
貴
久
親

子
と
肝
付
兼
続
の
関
係
で
あ
る
。
兼

続
の
正
室
阿お
な
み南
は
、
実
は
島
津
忠

良
の
娘
で
あ
り
、
貴
久
の
姉
で
あ

る
。
肝
付
家
と
島
津
家
の
関
係
を
重

視
し
た
政
略
結
婚
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
結
婚
し
た
の
は
、
兼
続

が
十
七
歳
の
時
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
１
５
２
８
年
頃
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
頃
は
、
島
津
貴
久
が
島

津
実
久
に
よ
っ
て
、
守
護
職
を
追
わ

れ
、
再
起
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
３
つ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
も
う
一
度
志
布
志
城
会
合

を
振
り
返
る
と
、
肝
付
兼
続
が
、
祖

父
の
代
か
ら
共
に
協
力
し
合
っ
て
き

た
新
納
氏
で
は
な
く
、
む
し
ろ
敵
対

し
て
き
た
島
津
忠
朝
と
組
む
こ
と

も
、
島
津
忠
良
・
貴
久
で
は
な
く
、

島
津
実
久
を
支
持
し
た
こ
と
も
、
理

解
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
島
津

忠
良
・
貴
久
方
に
付
く
の
が
筋
で
は

な
い
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
と
し

て
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
く

て
、
と
り
あ
え
ず
周
辺
に
あ
る
文
献

や
資
料
な
ど
を
、
時
間
の
合
間
に
調

べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
こ
の

こ
と
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト

す
ら
見
出
せ
ず
に
い
る
。
こ
の
こ
と

で
二
ヶ
月
間
、
執
筆
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
兼
続
は
新
納
氏
降
伏
後
も

不
可
解
な
行
動
を
重
ね
る
。

　

新
納
氏
の
領
土
は
、
島
津
忠
朝
、

都
城
領
主　

北ほ
ん
ご
う
た
だ
ま
さ

郷
忠
相
、
肝
付
兼
続

で
三
分
割
さ
れ
、
救
仁
郷
の
地
は
肝

付
兼
続
の
領
土
と
な
っ
た
。
し
か

し
、『
西
藩
野
史
』
に
は
、
天
文
８

年
（
１
５
３
９
年
）
３
月
29
日
に
大

崎
が
貴
久
の
所
領
と
な
っ
た
旨
が
書

か
れ
て
い
る
。
３
月
29
日
は
志
布
志

城
包
囲
攻
撃
の
前
と
な
る
の
で
、
時

期
的
に
新
納
領
分
割
以
前
と
な
る
。

文
献
資
料
に
は
時
期
の
差
異
が
生
じ

る
こ
と
は
し
ば
し
ば
な
の
で
、
今
回

は
あ
え
て
時
機
の
違
い
に
は
深
く
触

れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
肝
付

兼
続
の
領
地
に
な
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
兼
続
の
領
地
に
な
る
予
定
の
大

崎
の
地
が
、
こ
の
頃
、
島
津
貴
久
の

所
領
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
間
も
な
く
肝
付
兼
続
は
、
島
津

忠
良
・
貴
久
を
支
持
す
る
動
き
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、新
納
氏
と
同
様
、

周
囲
の
豪
族
と
対
立
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
舞
台
に
出
現

し
た
若
き
武
将 

肝
付
兼
続
は
、
こ

の
後
に
大
隅
半
島
を
舞
台
に
、
壮
絶

な
ド
ラ
マ
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

（
大
崎
町
教
育
委
員
会 

内
村
憲
和
）

『
戦
国
時
代
の
群
像

『
戦
国
時
代
の
群
像

〜
第
七
話　

肝
付
兼
続
の
出
現
』

〜
第
七
話　

肝
付
兼
続
の
出
現
』

歴
史
を
歩
く

歴
史
を
歩
く
㉒㉒
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▲肝付氏の家系図

国
兼

兼
連

兼
光
（
大
崎
城
主
）

兼
清

兼
固

兼
幸

（
『
国
史
大
辞
典
』
及
び
『
高
山
郷
土
誌
』
系
図
参
照
）

（
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
阿
多
に
移
封
、
関
ヶ
原
で
戦
死
）
兼
康

良
兼

兼
亮

兼
護
（
兼
道
）

兼
演

兼
盛

兼
久

兼
興

兼
親

兼
洪

兼
続

（
阿
南
・
島
津
忠
良
女
、
娶
る
）

女
（
入
来
院
重
続
妻
）

女
（
島
津
貴
久
初
室
）

女
（
禰
寝
重
良
妻
）

13

14

15

16
代
当
主


